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「これらの生徒の教育方法の類型を明らかにすること」「指導の現状や課題について考察すること」の 3 点である。  
方法は、我が国における、1999 年以降の学習障害等およびそれに類似する児童生徒に対する個別指導事例を可
能な限り収集し、集計した上で、各データについて考察するというものである。なお、収集した事例は、生徒数
221 人、指導事例 288 件である。 
 
【現状と課題】 
 指導事例の 8 割以上が小学生であったというのが我が国における現状である。中学生以上は指導の臨界期を過
ぎてしまうことや、思春期を迎えるため個人に焦点をあてた指導が難しいという可能性などが考えられるが、各
年齢にふさわしいサポートを必要としていることは確実であるため、中学生以上の生徒に関する指導方法につい
てもより多くの実践的な研究がなされることが望ましい。指導全体としてはソーシャルスキルに関する指導が最
も多く、ロールプレイ等を行い、より実践的な場面を想定して行うなど、実際の社会生活でどのように歩んでい
くかを念頭においた指導がなされていた。 
 
【成果】 
本研究の成果は「学習障害等の児童生徒の特徴、障害の概念についてまとめたこと」「学習障害等の児童生徒に対
しての指導の現状を明らかにしたこと」「指導方法についての類型化を行ったこと」の 3 点である。実際に指導を
行う際、目的に応じた指導の方法をひと目でわかるように示した。本研究が現場によりよい情報を提供するもの
だと信じてやまない。 
 
